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アジア太平洋生物多様性観測
ネットワーク (APBON)



種及び遺伝子レベルの調査研究
・ 種の分布
・ 野生生物の分布予測
・ 生物間相互作用

アジア太平洋生物多様性観測ネットワーク
アジア太平洋生物多様性観測ネットワーク(APBON)はアジア太平洋地域内で、得られた知見・知識のリソースを共
有・活用し、生物多様性保全の政策の意思決定に貢献する事を目的とした研究機関や研究者のネットワークです。
APBONは地球観測に関する政府間会合の生物多様性観測ネットワーク（GEO BON）の設立（����年）に伴い、����
年に開始されました。また、アジア・オセアニア地球観測に関する政府間会合（AOGEO）と連携しながら活動を行っ
ています。

アジア太平洋海洋生物多様性観測ネットワーク(AP-MBON)は、アジア太平洋地域の海洋生物多様性に関する調査
研究の発展を目的として、GEO BONのネットワークであるAPBONとMBONのサブグループとして設立されました。

APBONではリモートセンシング、生態学的プロセスの調査研究、種及び遺伝子レベルの調査研究といった�つのレ
ベルでの観測を行い、それらのデータを共有化し、生物多様性保全に関する政策決定に役立ててることを目指して
います。

APBON 出版物
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書籍
 APBONブック第�巻 (����年)「The Biodiversity Observation 
 Network in the Asia-Pacific Region: Toward Further Development  
 of Monitoring. S. Nakano, T. Yahara, T. Nakashizuka (eds.), Springer 」

 APBONブック第�巻 (����年)「Asia-Pacific Biodiversity Observation 
 Network: Integrative Observations and A ssessments. S. Nakano, 
 T. Yahara, T. Nakashizuka (eds.), Springer 」 

 APBONブック第�巻 (����年)「Asia-Pacific Biodiversity Observation   
 Network: Aquatic Biodiversity Conservation and Ecosystem   
 Services. S. Nakano, T. Yahara, T. Nakashizuka (eds.), Springer」 

論文
 The Asia-Pacific Biodiversity Observation Network: ��-year 
 achievements and new strategies to ����. Takeuchi et al. (����). 
 Ecological Research ��: ���-���.
 https://doi.org/��.����/����-����.�����

地球観測衛星によるリモートセンシング
・ 生態系や土地利用のタイプ
・ 植生構造
・ 生態系の時間変化

生態学的プロセスの調査研究
・ 一次生産（炭素循環）
・ 生態水文学、栄養循環
・ 生態系サービス

�

�

�

�
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APBONは多岐にわたる学術的なアプローチにより、地域的・世界的スケールでの連携強化を目指しています。

詳細は下記論文（英語）をご覧下さい。
The Asia-Pacific Biodiversity Observation Network: ��-year achievements and new strategies to ����. Takeuchi 
et al. (����). Ecological Research ��: ���-��� https://doi.org/��.����/����-����.�����

����年への新戦略

APBON 調査研究事例

書籍
 APBONブック第�巻 (����年)「The Biodiversity Observation 
 Network in the Asia-Pacific Region: Toward Further Development  
 of Monitoring. S. Nakano, T. Yahara, T. Nakashizuka (eds.), Springer 」

 APBONブック第�巻 (����年)「Asia-Pacific Biodiversity Observation 
 Network: Integrative Observations and A ssessments. S. Nakano, 
 T. Yahara, T. Nakashizuka (eds.), Springer 」 

 APBONブック第�巻 (����年)「Asia-Pacific Biodiversity Observation   
 Network: Aquatic Biodiversity Conservation and Ecosystem   
 Services. S. Nakano, T. Yahara, T. Nakashizuka (eds.), Springer」 

論文
 The Asia-Pacific Biodiversity Observation Network: ��-year 
 achievements and new strategies to ����. Takeuchi et al. (����). 
 Ecological Research ��: ���-���.
 https://doi.org/��.����/����-����.�����

新たなミッション
・ 学際的調査研究及び知見ギャップ等の
 課題解決の促進

・ 観測ネットワークを通じたデータ共有
 及び情報アクセシビリティの促進

・ ステークホルダー及び世界的プラット 
 フォームへの情報提供

主要活動
・ 生物多様性に関する調査研究とモニタリング：国別
 BONsの促進、最先端技術を用いた調査手法の改善

・ ネットワーク間交流：科学と政策関連分野の連携
・ キャパシティビルディング：学生及びNGO職員への調
 査手法のワークショップ研修修

➀ 東南アジア地域の熱帯雨林は生物多様性のホットスポットとなって
    おり、未記載種が存在している事が判明しました。
➁ EBSAは海洋における生態系保全にとって重要な為、EBSAを特定す
    る調査研究を行っています。(Yamakita et al. ����, Marine Biology). 
➂ 淡水生態系及び魚類多様性は気候変動及び土地利用の変化の影響
    を受けやすい事が判明しました。(Kano et al. ����, PLOS-ONE).

生物多様性に関する調査研究、
モニタリング

ネットワークとコミュニティ
の連結強化 キャパシティビルディング
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➂ 九州大学 鹿野研究グループ：ダム及び 
 気候変動による魚類多様性への影響

➀ 九州大学 矢原研究グループ：植物種の多様性調査 ➁ JAMSTEC 山北研究グループ：EBSA（生態的
    または生物学的に重要な海域）マッピング

MPA not included among EBSA candidates
MPA included among EBSA candidates
EBS A candidates

成果
・ IPBES の地域評価への貢献
・ データ共有
・ 国・地域別BONsの会合及び
 プロジェクトでの取り組み

ミッション
・ 研究者及び組織間の連携強化
・ 共同プロジェクト及び情報共有の促進
・ 生物多様性保全に関する政策立案者への科学的知見
 の 提供



APBONウェブサイト
http://www.esabii.biodic.go.jp/ap-bon/index.html https://members.geobon.org/pages/ap-mbon.php

AP-MBONウェブサイト

����年 �月 GEO BON 設立会議/ドイツ、ポツダム

����年 �月 GEO BON 実施計画会議/アメリカ、カリフォルニア  

 �月 第�回GEOSS-APシンポジウム/インドネシア、バリ  

 ��月 APBON サイドイベント（COP��）/名古屋

����年 �月 第�回GEOSS-APシンポジウム/東京

 �月 APBONサイドイベント（第�回世界自然保護会議）/  
  韓国、済州島

 ��月 APBONサイドイベント（COP��）/インド、ハイデラバード

����年  �月 第�回GEOSS-APシンポジウム/インド、アフマダーバード

����年 �月 第�回GEOSS-APシンポジウム/東京

 ��月 APBONサイドイベント(COP��)/韓国、平晶

����年 �月 第�回GEOSS-APシンポジウム/中国、北京

����年 �月 第�回GEOSS-APシンポジウム/東京

 �月 第��回GEOSS-APシンポジウム/ベトナム、ハノイ

����年 ��月 第��回AOGEOシンポジウム/京都

����年 ��月 第��回AOGEOシンポジウム/オーストラリア、キャンベラ

����年 �月 第��回AOGEOシンポジウム/オンライン開催

 ��月 第��回AOGEOシンポジウム/オンライン開催

����年 �月 第�回APBON ワークショップ/名古屋　

 ��月 第�回APBON ワークショップ/東京

����年 �月 第�回APBON ワークショップ/名古屋

 ��月 第�回APBON運営委員会/名古屋

����年 ��月 第�回APBONワークショップ、 APBON 国際シンポジ  
  ウム/東京

����年 �月 第�回運営委員会/韓国、済州島

����年 ��月 第�回APBONワークショップ/フィリピン、ロスバニョス

����年 ��月 第�回APBONワークショップ/韓国、仁川

����年 �月 第�回APBONワークショップ/タイ、バンコク

 �月 第�回APBONワークショップ/台湾、台北市

����年 �月 第�回APBONワークショップ/タイ、バンコク

 �月 第��回APBONワークショップ/マレーシア、クチン

����年 �月 第��回APBONワークショップ/マレーシア、クアラルンプ  
  ール

����年 �月 第��回APBONワークショップ/オンライン開催

 ��月 第��回APBONワークショップ/オンライン開催

国別BONsと機関

Asia-Pacif ic Biodiversity Observation Network

APBONの経緯

APBON事務局
環境省自然環境局生物多様性センター
〒���-����　山梨県富士吉田市上吉田剣丸尾����-�　 
E-mail：webmaster@biodic.go.jp | Tel：����-��-���� | Fax：����-��-����
����年�月発行

*他に����～����年度にAPBONウェブセミナー（計��回）が開催されました。
  詳細はAPBONウェブサイトをご覧下さい。

As of January ����

執行委員会

共同議長
・ 村岡裕由
 （岐阜大学、国立環境研究所）

・  ヨンギュット・トリスラット
 （タイ・カセサート大学）

・ ルニ・シルベスター・プンガ　
 （マレーシア・サラワク州森林局）

委員会メンバー
ASEAN、インドネシア、カンボジア、
中国、ネパールより��名

ワーキンググループ

陸域   |   海域   |   陸水域
共同パートナー

Chinese Academy
of Sciences

Nanjing Institute of
Environmental
Sciences, China

事務局

事務局


